
映画『スティング』報告 

6月 8日、ルナ・ホールにて映画『スティング』を楽しみました。参加者は 126名、担当は企画

Ｇでした。インターネットに掲載の映画評を紹介します。どの評価も褒めちぎりで２度３度と見

るとわかるのかもしれません。 （広報 G 兵東勇） 

あらすじと時代背景 

1936年のシカゴが舞台。仲間を殺され

た若き詐欺師ジョニー・フッカー（ロバ

ート・レッドフォード）は、復讐のため

に大物ギャングのロネガン（ロバート・

ショウ）に挑みます。彼はベテラン詐欺

師のヘンリー・ゴンドーフ（ポール・ニ

ューマン）と協力し、イカサマ賭博でロ

ネガンを破滅させるため、周到で壮大

な罠（コン・ゲーム）を仕掛けます。 

見どころと感想のポイント 

1. 観客をも欺く「二重の罠」 

本作最大の魅力は、誰が誰を騙してい

るのかが分からなくなるスリリングな

展開です。映画の終盤には「してやられ

た！」と思わせる鮮やかなどんでん返

しが待ち受けており、観客自身も物語という名の大きな詐欺にかけられていることに気づかされ

ます。何度観ても、その見事な伏線回収に感嘆させられます。 

2. スタイリッシュで魅力的なキャラクター 

ポール・ニューマン演じる余裕たっぷりで渋いゴンドーフと、ロバート・レッドフォード演じる

血気盛んで若々しいフッカーのコンビネーションが抜群です。単なる悪党ではなく、どこか憎め

ない愛嬌と知性を持ち合わせており、彼らがチーム一丸となって巨大な悪に立ち向かう姿は観て

いて非常に爽快です。 

3. 音楽と映像が織りなす極上の世界観 

スコット・ジョプリンの「ジ・エンターテイナー」に代表されるラグタイム音楽が、映画全体の

リズムを作り出しています。軽快でどこかお洒落な音楽が、シリアスになりがちな犯罪劇を、極

上のエンターテインメントへと昇華させています。また、1930年代のクラシックなスーツや街並

みを再現したセピア調の美しい映像も、観る者をノスタルジックな世界へ引き込みます。 

まとめ 

『スティング』は、暴力ではなく「知恵とチームワーク」で巨悪を懲らしめる、究極の頭脳戦ム

ービーです。伏線を知った後でも、俳優たちの見事な演技と洗練された演出によって、何度でも

楽しむことができます。古き良き映画の魔法を堪能できる、まさに映画の中の映画と呼ぶにふさ

わしい不朽の名作です。 


